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2040〜2050年にリーダーになっている若い層が今、何を感じているのか
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「withコロナ時代の若者意識」調査

将来に対する不安は
学生で特に強まっている
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「withコロナ時代の若者意識」調査

学生では
将来に対する不安は

日本に対する不安と連動
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「withコロナ時代の若者意識」調査

孤独・孤立の感じ方は
若い層が大幅に強い
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「withコロナ時代の若者意識」調査

若い層は孤独・孤立を
解決する方法にも不安
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「withコロナ時代の若者意識」調査

大部分の人は
唐鳳氏をイメージとしてしか

知らないはずだが
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「withコロナ時代の若者意識」調査

リーダーに「高い機動力とス
ピィーデーさ」を

求めている
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「withコロナ時代の若者意識」調査

一方で「慎重に物事を判断で
きる熟慮の力」も求めている
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宇宙開発が今、若い層の意識・心理に対し貢献できること

コロナ自体ではなく
将来に対する不安・
日本に対する不安

高まっている
若い層の意識・心理

孤独・孤立と、その
解決方法もわからない

不安

未知の不安からくるカ
リスマ（性）への期待、

希望への渇望

関連する懸念

・社会、社会インフラとの接点減
少→コミュニティ・国への帰属意
識希薄化の懸念も

・社会の前進感覚、時代の方向感
覚の喪失

・ゆとり世代→さとり世代→悲観
世代（？）

・リアルイベント消失、仲間と共
有できることの減少

宇宙開発が貢献できること

⇒ 日本の宇宙開発ロードマップ（具体的
年数付き）を国民全体で共有可能な未来イ
ベントに（”2020”の代替も）

⇒ 宇宙開発の進展を、国や社会がたしか
に前進していることのシンボルに
（宇宙＝技術進歩の象徴→社会前進の象徴）

⇒ 常に未知が存在する宇宙開発への取り
組みや姿勢をリアリティを持った精神的
支柱に
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UAEの火星移住計画は国民に何をもたらすか

・UAEは2017年に「火星移住計画：Mars 2117」を発表。100年後の2117年までに火星に人口60万人規模の街を作り人類を居
住させるという
・関係機関の設立、「火星環境模擬施設」の建設、火星探査機の打ち上げ（2020.7.20にH-ⅡAにて「HOPE」打ち上げ済み）等を計画
・宇宙開発の技術獲得、防衛能力の獲得などがあるが、同時に安定した生活が約束されている若い国民に対し、国のビジョン
を示し、挑戦心や野心を刺激する期待も

2017年に発表した火星ミニシティイメージ
（画像：ムハンマド・アル・ガルガウィUAE副大統領twitter）

2017年に発表した
地上「火星環境模擬施設」のイメージ

（画像：ムハンマド・アル・ガルガウィUAE副大統領twitter）

2020年7月20日にH-ⅡAにて
打ち上げられたUAEの火星探査機「HOPE」

(HOPE画像：UEA MARS MISSION
打ち上げ画像：MHI公式twitter)



宇宙開発利用の未来（2040〜2050頃）
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広告・コミュニケーション業界視点で考えられること
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今後20〜30年の仮説

国際宇宙ステーション
（地球低軌道）地球周回衛星 月・火星探査

・衛星製造コスト、打ち上
げコストの大幅低減（衛星
活用が気軽に）

・衛星活用目的の自由化・
多様化（自由な目的で民間企
業・個人が衛星を打ち上げ可能
に）

・小型衛星の多機能化、高
性能化（現在よりさらに小型、
マルチファンクショナルにも）

・ISSの商業利用枠の拡大

・ISSの商業利用を目的と
した増築・改築

・ISSを母船としドッキン
グ＆離脱が可能な小型宇宙
船の運用

・商用利用ベースの第２の
ISS建造

・月面基地での人の滞在
（数十人〜数百人規模）

・火星への人の到達・滞在
（数人〜数十人規模）

・月面での各種研究活動の
開始

※ NASA Plan for Commercial LEO Development を参照
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広告・コミュニケーション業界視点で考えられること

to 企業

to 個人

メディア・
コンテンツ

・ステーション滞在をキャンペーン賞品に利用
・ステーション壁面の広告販売
・全体/モジュールのネーミングライツ販売
・特定の企業専用のモジュール建造

・ステーションでのメモリアルグッズの加工製作
・各種ステーション設備の遠隔利用
・個人へのステーション滞在販売
・文化人/芸術家の活動の場としてのステーション
活用

・ISSでの映画/ドラマ/リアリティーショー制作

・月面交信イベントの広告キャ
ンペーン利用
・月資源等のキャンペーン賞品
利用
・月面に企業棟建造

・月周回軌道への個人旅行
・個人への月面滞在販売
・メモリアルグッズの火星への
持ち込み

・月面、火星表面の紹介コンテ
ンツ制作
・月面での生中継番組制作
・火星に行く宇宙飛行士のド
キュメンタリー制作

・リアルタイムデータのマーケ
ティング活用
・衛星データ（位置など）の広告
キャンペーン利用
・広告キャンペーン目的での衛星
打ち上げ

・メモリアルグッズの軌道周回
・衛星の個人所有

・気象データ等を使った屋外メ
ディアの価値算定
・鑑賞目的衛星の運用
・超高画質/全球リアルタイム観測
映像の撮影、コンテンツ利用（ゲー
ムなど）

国際宇宙ステーション
（地球低軌道）地球周回衛星 月・火星探査
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